
医療費抑制策の愚  わたなべ整形外科院長ブログ 

増え続ける医療費を何とか抑制しようと、厚生労働省は 2 年毎に様々なルール変更を行なっ

ています。しかし現在の日本の年齢構成の変化や医学の進歩を考えれば、多少の医療費の増加

は国民の健康維持のために必要なものであり、医療という業態の持つ関連組織の裾野の広さ、

それに伴う雇用の創出などを考慮すれば、厚労省のなりふり構わぬ医療費抑制策には強い違和

感を感じています。世界の先進国の中で、日本の一人当たり医療費は対 GDP 比換算すると、

ほぼ最下位という事実は、最近徐々に一部の国民の知るところとなりつつありますが、まだま

だ日本の医療費は高いと誤解している人が大半かなと感じています。これは勉強不足で怠慢な

マスコミが、厚労省の流す偏った情報に対して何の検証も加えず報道し続ける為に起こる、壮

大なる情報操作であると感じています。こんな中、最近の風潮としてどうしても許し難いのは、

高齢者に対する配慮に欠けた報道の仕方です。日本が太平洋戦争後の壊滅的な状況から奇跡の

復興を成し遂げる為、極度の耐乏生活に耐え、大車輪の活躍をしてくれた恩人たちに対して、

医療・年金その他さまざまな場面で 厄介者扱いするような世論形成は決して容認できるもので

はありません。高齢者が尊厳を保ちながら、人生の後半をエンジョイし、自分達が長生きする

ことで若い人達に迷惑をかけて申し訳ないなどと、肩身の狭い思いをさせないような環境整備

をする事は、現役世代に課せられた大切な使命であると感じています。 

さて話を元に戻しますが、様々な医療費抑制策の中に医薬分業というのがあります。これは

美辞麗句で飾り立て、厚労省が強引な利益誘導の末、成立させた制度ですが 、その思惑は完全

に外れ、全国で約 7 割程度普及した現在、医療費抑制どころか医療費高騰の大きな原因となっ

ています。（役人たちはこの事実を決して認めませんが。）詳細は当院ホームページに掲載し

てありますが、簡単に言うと多くの医療機関が院外処方を採用することにより、門前薬局での

支払いが増え、医療費全体が高騰してしまったという事です。受診する患者さんサイドから見

ると、全く同じ治療を受け、全く同じ薬を処方されても、自分のお財布から出て行く負担は、

院内処方を採用している医療機関を受診した場合よりも平均で約 3 割高くなります。医療機関

は医薬分業を採用した方が儲かる仕組みになっていますので、最近の新規開業のドクターは、

ほぼ 100％院外処方となっています。何だか院外処方の方が、時代にマッチした新しいスタイ

ルで、院内処方は古臭いやり方のように誤解している人が多いようですが、（移動が大変な方

が多い）整形外科に通院する患者さんの事を考えれば、3 割安い窓口負担で治療が受けられ、

天気の悪い日でも院内でお薬がもらえるという院内処方のメリットは計り知れないものがあ

ると思います。当院では院外処方採用の誘惑を封印し、これからもやせ我慢して、来院する患

者さんの為に院内処方を続けて行きたいと考えています。             2012.6.10 


